








　AMS- 炭素 14 年代測定によって相対年代から数値年代への転換が急速に進みつつある日本の先
史時代研究は，較正暦年代に基づく高精度な年代観によって，時代や文化の再検討が進んでいる。
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遺跡名 所在地 時代 資料名 炭素14年代 同位体比分　　析 DNA
山賀遺跡 5 次 大阪府東大阪市若江西新町 5-3-1 弥生前期〜中期 人骨 2 体 ◎ ◎
青谷上寺地遺跡 鳥取県鳥取市青谷町
弥生中期・後期 人骨 4 体 ◎ ◎ ◎
古墳前期 炭化米 2 点 ◎
古市宮ノ谷山遺跡 鳥取県鳥取市米子市古市字宮ノ谷山 弥生後期後半後葉 桃の核 3 点 ◎
高松茶臼山古墳 香川県高松市前田西町ほか 古墳前期 人骨 3 体 ◎ ◎ ◎
安徳台遺跡 福岡県那珂川市大字西隈 64 番地 1 弥生中期後葉 人骨 5 体 ◎ ◎ ◎
宝島大池遺跡
Ｂ地点 鹿児島県鹿児島郡十島村宝島大池
貝塚前期末 人骨 1 体
◎ ◎
mt
貝塚前期 獣骨 2 点
具志川島遺跡群
岩立遺跡 沖縄県島尻郡伊是名村 貝塚前期 人骨 1 体 ◎ ◎ mt
具志川島遺跡群
岩立遺跡西区 沖縄県島尻郡伊是名村 貝塚前期 人骨 1 体 ◎ ◎ mt
伊江島具志原貝塚 沖縄県伊江島伊江村川平区具志原 貝塚後期 イモガイ類 3 点 ◎































津堅貝塚 沖縄県うるま市勝連字津堅 貝塚後期 イモガイ類 3 点 ◎





伊礼原 D 遺跡 沖縄県中頭郡北谷町字伊平伊礼原 貝塚後期
イモガイ類 2 点
◎
人骨 2 体 mt
小堀原遺跡 沖縄県中頭郡北谷町字桑江小字小堀原 貝塚後期 ゴホウラ類 2 点 ◎





























































8 月 21 〜 25 日　沖縄県内の古人骨・貝殻所蔵調査　木下尚子・篠田謙一（A02 班領域研究代表）・
藤尾慎一郎　沖縄県立埋蔵文化財センター，浦添市教育委員会，うるま市教育委員会，読谷
村教育委員会，北谷町教育委員会，宜野湾市教育委員会
10 月 9 〜 10 日　2019 年度発掘予定の鹿児島県成川遺跡が所在する鹿児島県指宿市教育委員会へ
挨拶。　篠田謙一・藤尾慎一郎
10 月 12 〜 13 日　香川県高松市高松茶臼山古墳出土人骨の調査　篠田謙一・藤尾慎一郎　香川
県埋蔵文化財センター
11 月 5 日　大阪府山賀遺跡出土弥生人骨の調査　神澤秀明（A02 班研究分担者），瀧上舞・藤尾
慎一郎





12 月 7 日　千葉県木更津市諏訪谷古墳群出土人骨の調査　谷畑美帆（明治大学）・神澤秀明・藤
尾慎一郎　木更津市教育委員会
12 月 16 日　大韓民国慶尚北道永川完山洞古墳群踏査　藤尾慎一郎
2 月 19 日　沖縄県具志原貝塚出土貝殻集積の調査　木下尚子・坂本稔・藤尾慎一郎　沖縄県立博物館
2. 2018 年度内に年代測定結果が出たもの














ト初の例である。5 体の人骨の測定を行ったが，うち 3 体はコラーゲンの回収率が悪く炭素 14 年
代は参考値にとどまった。また同じ理由で，ゲノムまでは進むことができなかった。
　青谷上寺地遺跡では，弥生中期の人骨１体と，後期後半の人骨 3 体を測定した。また人骨以外に
も同時期の米子市古市宮ノ谷山遺跡から出土したモモの核を 3 点を測定した（表 4）。その理由は
炭素寄与率を見積らなければならない人骨の年代測定結果と見積る必要のないモモ種の年代測定結



















の貝 51 点（表 3）と人骨・獣骨 12 点（表 2）, 土器付着炭化物 1 点（表 5）である。
（1） 貝殻集積
　貝殻集積とは，サンゴ礁に生息する大型巻貝であるゴホウラやイモガイ類のみを集めた集積で，























































1・2 ゴホウラ類　　 3・4・5 イモガイ類
　1. ゴホウラ Strombus latissimus ; Strombus（Tricornis） latissimus Linnae 
　2. アツソデガイ Strombus thersites ; Strombus （Tricornis） thersites Swainson 
　3. アンボンクロザメ Conus litteratus ; Conus （Lithoconus）litteratus Linnaeus 
　4. クロフモドキ Conus leopardas ; Conus （Lithoconus） leopardas Hwass 
　5. イボカバイモ Conus distans Hwass in Bruguiere, 1792
出典　1 〜 3，5: 本間三郎編 波部忠重監修 1975:『学研中高生図鑑⑦ 貝 I』p.78，150 引用 
　　　4: 奥谷喬司編著 2017:『日本近海産貝類図鑑（第二版）』，東海大学出版局，p. 350 引用
図 3　沖縄諸島の貝塚後 1 期の甕形土器の型式（縮尺不同）
⒈ 仲原式土器（仲原遺跡）
⒉ 阿波連浦下層式土器（阿波連浦貝輪 VI 層）
⒊ 浜屋原式土器（大原第二貝塚 B 地点）
⒋ 大当原式土器（津堅貝塚）
出典　安座間充 2014:「貝塚時代後 1 期・沖縄諸島の土器動態」『琉球列島の土器・石器・貝製品・骨製品文化』，
　　　六一書房，p. 164 第 5 図ともとに作成
1 2 3 4 5





Ⅲ 炭素 14 年代と較正暦年代
　大気中で生成された 14C は大気循環により拡散し，均一な濃度となる。陸生植物は二酸化炭素に
組み込まれた 14C を取り込むため，陸生植物及び陸生草食動物は大気中と同じく均一な 14C 濃度を
有すると考えられる。








14C 年代測定を行う場合，海産資源の影響によって見かけ上古くなっている 14C 年代を補正する必
要がある。炭素・窒素同位体比を用いて食性推定を行い，海産資源寄与率（ヒトが摂取した食物全
体中の海産資源の割合）を計算することで，暦年較正を行う段階での補正が可能となる。
　暦年較正用解析ソフト Oxcal［Bronk Ramsey 2009］を用いて，較正曲線を混合したモデルで計算








ISOCONC 1.01 を用いた［Phillips and Koch, 2002］（図 4）。なお，摂取した食物が骨コラーゲンに
形成される際の同位体分別はδ 13C で 4.5 ‰，δ 15N で 3.4 ‰の補正をした［Kusaka et al., 2010］。
陸生動物と海生哺乳類，海生魚類の考古骨資料については，食物の組織内での同位体分別として骨
と肉の値の差異をδ 13C で 3.5 ‰の補正をした（窒素は補正なし）［Kusaka et al., 2010］（瀧上）。
Ⅴ 古人骨の分析方法
　古人骨の炭素・窒素同位体比分析を行うにあたり，試料から骨コラーゲンを抽出した。サンプリ



















ゲン収率が 1 % 以上の試料は，炭素含有量と窒素含有量，C/N 比が良好な値を示す場合が多い［van 





　古人骨に僅かに残る DNA の分析は，90 年代より本格的に行われるようになったが，その際には，
古人骨から DNA を抽出し，適当なプライマーを使って PCR 反応でミトコンドリア DNA の一部
領域を増幅して，塩基配列を決定するという手法が用いられた。その後，古代試料からの DNA 抽
出法にも改良が進められ，1997 年にはネアンデルタール人骨のミトコンドリア DNA 配列の決定
にも成功している［Krings et al., 1997］。
　ミトコンドリアの DNA を調べると，世界中の集団が持つ DNA の変異が，アフリカで生まれた






近縁性が推測されている［Forster and Matsumura 2005］。
　その後，行われた多くの古人骨の DNA 分析でも，解析部位としてミトコンドリアの DNA が選





　一方，2010 年には DNA 配列の決定を行う全く新しい技術である次世代シークエンサを用いた，





　古人骨を使った DNA 研究では，従来はミトコンドリア DNA のハプログループの決定のみを行っ
ていたが，今回の分析ではミトコンドリア DNA に関しては全塩基配列を決定し，詳細な系統解析
を行った。これにより従来のハプログループによる解析では追求することにできなかった集団の系
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SZ402 2 号人骨 女・成人 右頭骨 OSHKY-1 1738.67 5.77 0.3 PLD-37696 2447±26




第 9 頭蓋 #27704 
男・壮年後半
右側頭骨
錐体−内部硬質部 TTKJA-9 719.73 48.10 6.7 PLD-36927 1920±16
第 15 頭蓋 #27893 
女・壮年
左側頭骨




錐体−内部硬質部 TTKJA-23 538.40 36.49 6.8 PLD-36929 1935±18
第 33 頭蓋 ,#7437 
女・壮年 右側頭骨片 TTKJA-33 1166.77 128.18 11.0 PLD-37695 2179±21
福岡県那珂川市
安徳台遺跡
2 号甕棺 男・長身屈強身長 176.6cm 頭蓋破片 FONAT-2 905.2 5.4 0.6 TKA19850 2071±39
3 号甕棺 若年期身長 166.1cm 左大腿骨 FONAT-3 999.4 3.2 0.3 PLD-36860 2048±19
5 号甕棺 女・成年後半身長 157.4cm 左大腿骨 FONAT-5 1070.9 2.9 0.3 PLD-36861 1985±20
８号甕棺 男小柄で華奢 脛骨 FONAT-8 1232.3 16.8 1.4 PLD-36862 2090±17




第３主体 男・熟年以降 右頭骨 KGTCY-3 518.63 16.90 3.3 PLD-37319 1697±20
後円部
第１主体西群 ？・壮年 左頭骨 KGTCY-1 554.71 14.12 2.5 PLD-37318 1782±20
鹿児島県十島村
大池遺跡Ｂ地点 1 号石棺 女・熟年 側頭骨 KSTOB-1 531.40 30.78 5.8 PLD-37116 3165±23
鹿児島県十島村
大池遺跡Ａ地点






























1δ (68.2%) 2δ (95.4%)
OSHKY-1 -20.0 9.25 9.21 0.906 11.9 7.0±2.1
OSHKY-2 -15.2 9.43 11.5 0.769 17.4 11.9±8.4
TTKJA-9 -20.0 10.2 41.7 14.6 3.3 9.2±2.4 AD120-210 AD40-215
TTKJA-15 -19.6 10.8 41.9 14.4 3.4 13.4±3.4 AD120-210 AD40-230
TTKJA-23 -19.7 9.97 40.0 14.1 3.3 11.7±4.4 AD105-210 AD25-210
TTKJA-33 -17.9 8.87 44.1 15.6 3.3 10.0±9.0 345-55BC 360-50BC
FONAT-2 n.a. n.a. 3.16 0.497 7.4 不可
FONAT-3 -19.7 11.3 23.4 7.33 3.7 12.9±2.7 100BC-AD15 155BC-AD95
FONAT-5 -21.7 17.7 18.4 2.67 8.0 不可
FONAT-8 -19.9 9.96 39.0 13.8 3.3 10.1±3.6 150- 50BC 175BC-AD10
FONAT-10 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. 不可
KGTCY-3 -19.0 12.3 38.3 12.1 3.7 18.1±0.6 AD395-525 AD350-525
KGTCY-1 -19.5 13.1 37.7 12.3 3.6 14.6±0.3 AD255-340 AD250-380
KSTOB-1 -15.6 11.8 42.4 14.7 3.4 49.6±5.5 1280-1195BC 1280-1195BC
KSTOI-1 -20.6 10.60 43.2 14.2 3.5 2905-2885BC 2905-2885BC
KSTOI-2 -20.4 8.20 43.5 14.7 3.5 3490-3360BC 3490-3360BC
ONSGN-166 -14.0 11.6 40.0 13.3 3.5 63.1±2.6 1740-1670BC 1770-1630BC



















3 号人骨下層 男・壮年 四肢骨 ONYMB-3 1194.32 42.83 3.6 PLD-37690 2680±20
2 号箱式石棺
5 号人骨 男 Femur，右 ONYMB-5FR 1054.75 13.63 1.3 PLD-37691 2541±19
2 号箱式石棺
5 号人骨 男 Tibia，左 ONYMB-5TL 796.21 14.27 1.8 PLD-37692 2565±19
4 号箱式石棺 
8 号人骨 骨・人骨 四肢骨 ONYMB-8　 1235.5 5.84 0.5 PLD-37693 3058±22
7 号箱式石棺 
12 号人骨 骨・人骨 四肢骨 ONYMB-12 1135.8 7.83 0.7 PLD-37694 2657±19
4 号箱式石棺 
8 号人骨 骨・人骨 側頭骨 ONYMB-8-2 481.14 0.71 0.1 測定なし
沖縄県読谷村
大当原遺跡Ａ地点
No.29 骨・人骨 左側頭骨 ONYUB-29 489.24 13.89 2.8 PLD-37699 1265±20





層 , NO.376 骨・人骨 左側頭骨 ONGGG-376 501.16 21.2 4.2 PLD-37701 2828±20
G-1 III 下層 , 
No.850 骨・人骨 右側頭骨 ONGGG-850 543.77 18.66 3.4 PLD-37702 2596±21
TP1-3A, 

















1δ (68.2%) 2δ (95.4%)
ONYMB-3 -17.9 11.0 45.6 15.4 3.5 28.4±3.3 795-775BC 805-760BC
ONYMB-5FR -17.9 10.9 40.8 13.3 3.6 28.2±2.9 730-485BC 740-430BC
ONYMB-5TL -17.5 11.1 36.1 11.8 3.6 31.9±3.3 730-525BC 750-485BC
ONYMB-8　 -18.8 11.3 37.3 10.9 4.0 21.1±5.6 1270-1135BC 1370-1120BC
ONYMB-12 -17.8 11.2 41.7 13.2 3.7 29.5±4.1 790-760BC 800-595BC
ONYMB-8-2 -22.9 11.1 17.6 2.53 8.1 計算不可
ONYUB-29 -12.8 11.2 36.3 12.4 3.4 29.8±26.8 AD785-970 AD690-1045
ONYUB-114 -13.2 11.2 38.3 13.2 3.4 29.8±26.8 AD790-985 AD720-1115
ONGGG-376 -16.6 12.9 40.6 14.1 3.4 42.7±11.6 885-805BC 920-780BC
ONGGG-850 -16.8 13.0 34.8 11.9 3.4 41.6±11.4 725-510BC 755-425BC












クロフモドキ ONGSB-37 外唇 小片 247.8 PLD-38517 2055±18 AD275-365 (1σ)AD255-405 (2σ) II-2
















クロザメ ONMB-22 外唇 小片 212.7 PLD-37717 2680±21
450-375BC (1σ) 第 3 層黄褐色砂層
505-355BC (2σ) （第 2 層？）
アンボン
クロザメ ONMB-21 外唇 小片 204.0 PLD-37716 2379±20
105-10BC (1σ) 第 3 層黄褐色砂層
150BC-AD25 (2σ) （第 2 層？）
同 中川原遺跡２次


























































ゴホウラ ONTB-15 外唇 粉末 211.5 PLD-37741 2655±20
410-355BC (1σ)
第 9 図 2（市調査）
475-340BC (2σ)
ゴホウラ ONTB-16 外唇 粉末 217.9 PLD-37742 2658±20
415-355BC (1σ)








































クロザメ ONUK-17 外唇 小片 228.4 PLD-37709 2455±21
195-105BC (1σ) G-7-11 第 1 集積
第 1 層240-45BC (2σ)
アンボン
クロザメ ONUK-18 外唇 小片 208.5 PLD-37710 2412±20
140-55BC (1σ) G-7-11 第 1 集積
第 1 層175-20BC (2σ)
同　津堅貝塚




























ゴホウラ ONKB-39 外唇 破片 285.0 PLD-37736 2704±19
475-390BC (1σ) 第 23 図 -6
530-375BC (2σ) #4005
ゴホウラ ONKB-38 外唇 粉末 226.4 PLD-37748 2692±20
465-385BC (1σ)
第 23 図 -1
515-365BC (2σ)
同 伊礼原遺跡





























同 伊礼原 D 遺跡
















































浦添市 嘉門貝塚 B 遺跡






アンボン ONKJ-B-6 外唇 小片 209.7 PLD-37724 2937±18 790-750BC (1σ) 13-18クロザメ 810-730BC (2σ)
アンボン ONKJ-B-5 外唇 小片 218.5 PLD-37723 2812±18 705-570BC (1σ) 13-17クロザメ 730-520BC (2σ)
アンボン ONKJ-B-4 外唇 小片 274.3 PLD-37722 2739±18 535-425BC (1σ) 13-15クロザメ 605-390BC (2σ)
8 号集積
アツソデガイ ONKJ-B-9 外唇 粉末 215.7 PLD-37740 2488±19 250-145BC (1σ) KSBL-21 KT-1320-110BC (2σ)
ゴホウラ ONKJ-B-1 外唇 粉末 247.0 PLD-37737 2388±20 115-25BC (1σ) 8-1155BC-AD15 (2σ)
ゴホウラ ONKJ-B-2 外唇 粉末 251.7 PLD-37738 2377±19 100-10BC (1σ) 8-2145BC-AD25 (2σ)
ゴホウラ ONKJ-B-3 外唇 粉末 201.4 PLD-37739 2357±19 70BC-AD20 (1σ) 8-4115BC-AD55 (2σ)
同 嘉門貝塚 A 遺跡






アンボン ONKJ-A-8 外唇 小片 232.0 PLD-37726 2768±19 620-475BC (1σ)クロザメ 695-420BC (2σ)
アンボン ONKJ-A-7 外唇 小片 237.6 PLD-37725 2715±18 490-400BC (1σ)クロザメ 540-380BC (2σ)
第 2 号集積
アンボン ONKJ-A-10 外唇 小片 204.8 PLD-37727 2476±17 220-130BC (1σ) 10クロザメ 300-90BC (2σ)








（2019 年 5 月 10 日受付，2019 年 10 月 7 日審査終了）
表 4　炭化種子の年代測定結果　　　　　　　　　
遺跡名 遺構・遺物 資料 試料番号 測定機関番号 炭素14 年代（14CBP）
較正年代（cal）
日本産樹木 [ 西本編 2009］
1σ (68.2%) 2σ (95.4%)
鳥取県鳥取市












































浜屋原貝塚 B ONHB-B-30 -24.9 3.13 44.2 1.44 35.8
表 5　土器付着炭化物の年代測定及び炭素・窒素分析の結果




日本産樹木 [ 西本編 2009］
1σ (68.2%) 2σ (95.4%)
沖縄県読谷村
浜屋原貝塚 B キー 67
土器付着
炭化物 内面 ONHB-B-30 PLD-37772 1933±20
AD40-50 (2.5%)
AD65-75 (4.0%)
AD105-210 (95.4%)
AD20-210 (95.4%)
